
山形のことを思い続ける人に
～郷土の魅力発見・体験プログラム普及事業を通して～

鶴岡市櫛引生涯学習センターでの実践

山形県教育局庄内教育事務所社会教育課



テーマ

👉名産の「宝谷そば」を生かせないか

👉豊かな自然も魅力

宝谷地区を選んだ理由



内 容：内容（案）検討、日程調整、中学生の募集方法等

参加者：櫛引生涯学習センター担当者２名
庄内教育事務所社会教育課担当１名

【企画案】



参加者：櫛引中生徒１２名 事務局３名
場 所：ふるさとむら宝谷



参加者：櫛引中生徒９名 事務局３名
場 所：櫛引生涯学習センター 会議室

①そば打ちのコツや歴史、里山歩
きをしながら宝谷地区の自然の素
晴らしさを伝えたい

②そば打ちチームと里山歩き
チームに分かれ内容を考える

企画会議で決まったこと



・小学生にそば打ちのコツを教えながら一緒に活動

・そばが茹で上がるまでの時間に宝谷地区の歴史やそば
のことを伝える

・小学生に募集をかけるチラシのレイアウトを考える

そば打ちチーム

里山歩きチーム

・前回里山歩きをしたときに見つけた植物や場所（滝や
キャンプ場）のことを調べ、小学生に説明をしながら
一緒に歩く





参加者：櫛引中生徒４名、小学生３名と保護者１名
場 所：ふるさとむら宝谷

残念ながら雨で里山歩き
は中止に

パワーポイントを使って
宝谷地区の歴史やそばの
ことを伝えた





楽しかった
１００％

活動は楽しかったか？
活動を通して新しい
発見はあったか？

あった
６７％

まぁまぁあった
３３％

宝谷地区の良いところ
を見つけられたか？

少しできた
３３％

あまりでき
なかった
６７％



来年も参加したいか？

参加したい
６７％

どちらかという
と参加したい
３３％

中学生になったらプロ
グラムを考えたいか？

どちらかというと
やってみたい
３３％

やってみたい
６７％



・初めてそば打ちができてよかった。雨の影響
で里山歩きが出来なくて残念だった。
・そばをこねるのが大変だった。
・そば打ちが楽しかった。そばも美味しくできて
よかった。



楽しかった
８０％

活動は楽しかったか？
活動を通して新しい
発見はあったか？

あった
６０％

どちらかという
と楽しかった
２０％

宝谷地区の良いところ
を見つけられたか？

できた
５０％

少しできた
５０％

まあまあ
あった
１０％

あまりなかった
３０％



来年も参加したいか？

参加したい
６０％

どちらかという
と参加したい
４０％

今後もイベントの企画や小学
生と関わることをしたいか？

どちらかという
とやってみたい
５０％

やってみたい
５０％



・そば打ちのことを全然知らなかった自分でもコツをつ
かんで小学生に教えることができてよかった。また機会
があれば参加したい。

・今まで知らなかったことをたくさん知ることができた。ま
た、地域に貢献することができ、地域の人と多く関わるこ
とができて楽しかった。

・小学生のときはこういう経験がなく、良い経験になった。
どうしたら小学生に楽しんでもらえるかなどを考えること
で、企画する力がついたと感じた。



・地域の学校と関わった事業がなかったので良い機会に
なった。小中学生共に地域の良さを学びながら実際に体
験できてよい機会になったと思う。 終わった後は、小中
学生が一緒に遊んでいたり、「また中学生と何かしてみ
たい」と話していたりとお互いの距離が縮まっている姿
が見られ良かった。

・話し合いがしっかりでき、思った以上に事業をスムーズ
に行うことが出来た。当日、雨のため急なスケジュールの
変更があったが、柔軟に対応してくれた。



・事業の内容は良いが、継続的に活動ができるようにす
るには課題があると感じた。

・中学生が忙しいためスケジュールの確保が大変。

・単純な広報活動だけでは人集めは難しい。

・小中学校・事業実施団体との連携を円滑にするための
手法についての研修も人材育成同様に行っていくべきだ
と感じた。



担

当

庄内教育事務所 社会教育課
社会教育主事 櫻井 孝輔
TEL0235-68-1983 FAX0235-66-3015

E-mail sakuraikosu@pref.yamagata.jp

mailto:takahashikazuhit@pref.yamagata.jp

